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栄研化学の事業

　医薬品、試薬、医療および理化学機械器具などの製造、販売ならびに輸出入販売を行ってい
ます。当社製品は、赤ちゃんからご高齢の方まで常に私たちの身近にあります。

　臨床検査は、病気の診断、治療、検診に使われる検査の一つであり、「検体検査」と「生体
検査」に分けられます。当社は臨床検査薬の総合メーカーとして、先進の医療ニーズに応え、幅
広く「検体検査」をカバーする製品の研究開発、製造および販売ならびにサービスを行っています。

　食中毒原因微生物の検査などの食品微生物検査用試薬や作業環境の汚染実態などを把握す
る環境微生物検査用試薬の製造販売、そして、各検査に対応する検査用器具・器材の販売を
行っています。

臨床検査事業

国内市場

食品・環境検査事業

9,333億円
（2023年度）

（日本臨床検査薬協会調査）

787億USD
（2023年）

（Report Code：MD3609）

グローバル市場

臨床検査薬市場は、新型コロナウイルス関連試
薬の売上が減少した影響で、国内市場は約8,179
億円（前年比83%）、輸出を含めて約9,333億円

（前年比89%）。2024年の診療報酬改定で薬価
が0.97%マイナスとなったが影響は小さい。中期
的な国内市場は年率2％程度の微増傾向が続くと
想定される。

世界の臨床検査薬市場は、2023年で787億
USD、年平均成長率6.9%と推定されている。市
場をけん引する要因として、高齢者の増加に伴う
慢性疾患・感染症の増加、市場の機会として、
新興市場での成長が挙げられている。

臨床検査薬の総合メーカー

栄研化学

装置仕入先 検査センター

病院・クリニック検診センター 患者様・
検診受診者様

食品会社・製薬会社など

原料仕入先

試薬仕入先

臨床検査
分野

医薬品卸・
海外代理店

理化学系卸
食品・

環境検査
分野

人体から取り出した検体を使って行う検査

尿・糞便等の一般検査

血液検査 等

心電図検査

脳波検査 等

人体を直接調べる検査

検体検査 生体検査

超音波検査

血圧検査

臨床検査

年率2%
成長想定

年率約6.9%
成長想定

（2024～2029年）

臨床検査薬市場事業概要

事業領域

ビジネスモデル
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主な製品・サービス

器具・食品環境関連培地

食中毒原因微生物の検査などの食品微生物検査用
試薬、作業環境の汚染実態などを把握できる環境微
生物検査用試薬、および検査に使用する器具・器材。

免疫血清検査用試薬

感染症、リウマチ関連、ホルモン、腫瘍マーカーの測
定。新生児代謝異常検査、胃がんリスク層別化検査

（ABC分類）などに使用する各種検査用試薬。

尿検査用試薬

尿中のウロビリノーゲン、潜血、蛋白質、ブドウ糖な
ど多項目の検査が行うことができる尿試験用試薬
紙などの各種検査用試薬。

医療機器

当社試薬を使用した様々な検査に対応する、各種自
動分析装置。

11.1%

微生物検査用試薬

10.8%

医療機器

23.7%

免疫血清検査用試薬

4.8%

器具・食品
環境関連培地

1.4%

生化学検査用試薬

4.9%

遺伝子関連等

製品の
種類別売上

（2024年度）

31.9%

便潜血検査用試薬

11.4%

尿検査用試薬

当社グループは、臨床検査薬の総合メーカーとして幅広い製品・サービスを取り揃えています。

生化学検査用試薬

生活習慣病との関連性が注目されている検査項目
を中心に、血清や尿中の成分を測定する自動分析装
置に対応する各種検査用試薬。

便潜血検査用試薬

大腸がん検診（一次検査）に使用される、便中の潜血
（ヒトヘモグロビン）を検出する検査用試薬。

微生物検査用試薬

細菌検査用培地、迅速検査用試薬、薬剤感受性検
査用試薬など、微生物感染症の診断・治療に有用
な各種検査用試薬。

遺伝子関連等

新型コロナウイルスや結核などの感染症の検査に、
LAMP法を用いた遺伝子検査関連製品。また、食品、
環境など幅広い分野にも展開。
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財務ハイライト
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

売上高 百万円 34,991 35,761 36,585 38,667 42,996 43,271 40,052 40,539 

うち海外向け売上高 百万円 5,405 6,070 7,040 6,895 8,868 8,797 10,115 10,710 

売上総利益 百万円 14,701 15,692 16,229 18,529 20,564 20,506 16,723 16,512 

営業利益 百万円 3,478 4,611 4,622 6,612 8,387 7,457 3,377 2,999 

経常利益 百万円 3,549 4,681 4,723 6,808 8,508 7,568 3,568 3,198 

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 2,608 3,447 3,538 5,044 6,218 5,736 2,634 2,228 

総資産 百万円 45,165 47,279 50,322 55,685 62,512 66,275 61,651 62,372

純資産 百万円 32,478 35,014 37,303 41,672 45,803 49,535 45,971 43,598

EBITDA 百万円 5,138 6,205 6,249 8,323 10,445 9,582 5,703 5,532 

研究開発費 百万円 3,238 2,904 3,332 3,086 3,408 4,065 3,939 4,386 

設備投資額 百万円 1,102 1,685 2,985 2,876 4,347 3,792 1,812 7,699 

減価償却費 百万円 1,660 1,594 1,627 1,711 2,058 2,125 2,326 2,533 

ネットキャッシュ 百万円 8,597 6,356 8,893 8,071 11,930 14,062 11,973 5,407 

営業キャッシュ・フロー 百万円 4,091 3,318 5,460 5,451 7,769 7,575 3,806 6,033 

投資キャッシュ・フロー 百万円 △3,250 △4,435 △3,711 △2,193 △5,044 △316 △2,216 △4,499 

財務キャッシュ・フロー 百万円 △1,175 △1,083 △1,220 △1,275 1,200 △2,095 △6,694 △4,857 

現金および現金同等物の期末残高 百万円 6,651 4,448 4,981 6,968 10,900 16,064 10,966 7,640

売上高営業利益率 ％ 9.94 12.89 12.63 17.1 19.5 17.2 8.4 7.4 

自己資本当期純利益率（ROE） ％ 8.3 10.3 9.9 12.9 14.3 12.1 5.6 5.0 

総資産当期純利益率（ROA） ％ 5.8 7.5 7.3 9.5 10.5 8.9 4.1 5.2 

自己資本比率 ％ 71.2 73.5 73.5 74.3 72.8 74.2 74.0 69.3 

１株当たり当期純利益（EPS） 円 71.21 93.63 95.95 136.65 168.28 155.17 71.69 64.82 

１株当たり純資産（BPS） 円 877.35 942.37 1,002.86 1,120.36 1,230.55 1,327.47 1,318.38 1,294.08 

配当性向（連結） ％ 35.1 32.0 31.3 30.0 30.3 32.9 71.1 81.8 

１株当たり配当金 円 25.00 30.00 30.00 41.00 51.00 51.00 51.00 53.00 

期末発行済株式数 株 43,541,438 43,541,438 43,541,438 43,541,438 43,541,438 43,541,438 40,041,438 38,541,438 

期末自己株式数 株 6,902,222 6,659,650 6,659,760 6,611,071 6,576,861 6,512,625 5,443,508 5,127,632

時価総額 億円 1,166 1,134 858 941 751 680 800 873 

連結期末従業員数（正社員） 人 704 719 724 733 745 754 757 702 

※�当社は2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っています。 
2017年度の数字は、2017年4月1日に当該株式分割が行われたと仮定しEPS、BPSおよび1株当たり配当金を算出しています。
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非財務ハイライト
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

環境

温室効果ガス（GHG）排出量　◆1
　スコープ1 t-CO₂ 2,120 1,989 1,934 2,070 2,016 1,945 2,036 1,971 

　スコープ2 t-CO₂ 5,252 5,181 4,884 5,038 5,304 2,669 706 678 

　スコープ3　 ※1 t-CO₂ ー ー ー 86,485 105,335 84,205 71,698 77,708

再生可能エネルギー利用量　◆4 MWh 70 76 70 61 62 6,871 11,764 11,548 

水使用量　◆2 千㎥ 88.1 83.9 81.0 78.1 80.7 73.1 68.7 69.1 

廃棄物総排出量　◆3※2 ｔ 426 381 388 410 462 529 398 415 

マテリアルリサイクル量　◆3 ｔ 251 212 234 223 232 247 238 227 

リサイクル率（エネルギー回収を含む）　◆3 ％ 58.9 55.7 68.0 62.4 58.8 55.3 62 64

エコ提案数　◆4 件 366 445 454 318 291 518 525 567 

社会　◆4

平均年齢	 （全体） 歳 43歳0ヵ月 42歳7ヵ月 42歳6ヵ月 42歳4ヵ月 42歳3ヵ月 42歳5ヵ月 42歳5ヵ月 41歳5ヵ月

平均年齢	 （男性） 歳 44歳0ヵ月 43歳5ヵ月 43歳2ヵ月 42歳10ヵ月 42歳7ヵ月 42歳5ヵ月 42歳1ヵ月 41歳8ヵ月

	 （女性） 歳 40歳7ヵ月 40歳5ヵ月 41歳0ヵ月 41歳1ヵ月 41歳5ヵ月 42歳4ヵ月 42歳1ヵ月 41歳7ヵ月

平均勤続年数	（男性） 年 16年11ヵ月 16年2ヵ月 14年11ヵ月 16年2ヵ月 15年7ヵ月 15年7ヵ月 14年10ヵ月 14年2ヵ月

	 （女性） 年 16年0ヵ月 16年1ヵ月 16年6ヵ月 16年9ヵ月 16年10ヵ月 17年7ヵ月 16年10ヵ月 15年11ヵ月

女性従業員比率 ％ 27.3 29.0 29.4 29.7 30.3 29.2 29.9 30.3

女性管理職比率（各期4月時点）　※3 ％ 10.7 12.2 14.6 16.9 16.2 13.8 15.4 18.8

女性取締役比率 ％ 0.0 11.0 11.0 11.0 11.0 13.0 13.0 20.0※8 

採用に占める女性比率 ％ 29.2 35.6 20.0 27.5 29.3 17.5 36.4 39.0

育児休業復職率 ％ 100 100 100 100 100 100 100 100 

離職率　※4 % 0.9 0.9 2.0 1.7 2.0 2.7 2.3 1.9 

正社員一人あたりの月間平均所定外労働時間 時間 ー 14.1 15.8 16.2 15.3 14.8 13.9 12.8 

若手従業員のEIKEN GLOBAL PROGRAM受講率　※5 % ー ー ー 16.5 14.0 19.4 26.3 27.2

従業員満足度スコア ー ー ー ー ー ー 68.6 62.1 58.8

ガバナンス
贈収賄防止に関する研修受講率　※5 ％ ー ー ー ー 96.8 100.0 100 100 

重大なコンプライアンス違反の発生件数　※7 件 0 0 0 0 0 0 0 0 

温室効果ガス排出量 スコープ 1：企業の施設や工場、社用車から直接排出される温室効果ガス
温室効果ガス排出量 スコープ 2：エネルギーの使用に伴う、企業から間接排出される温室効果ガス
温室効果ガス排出量 スコープ 3：商品・サービスに関わる企業群（サプライチェーン）全体から排出される温室効果ガス
＜対象範囲＞�
◆1：栄研グループ：栄研化学、栄研生物科技（中国）有限公司 
◆2：栄研グループ（生産拠点） 
◆3：栄研グループ（本社/生産拠点/研究所） 
◆4：栄研化学単体

※1 GHGプロトコルに基づくスコープ３の項目に従い、当社が対象となる項目について算出しています
※2 廃棄物総排出量＝一般廃棄物排出量＋産業廃棄物排出量
※3 管理職：課長以上の役職者 
※4 �分子＝「○○年4月1日から○○年3月31日までに離職した正社員数」、 

分母＝「○○年4月1日時点の正社員数」より算出
※5 「EIKEN GLOBAL PROGRAM」の受講率、各年度の受講者数÷各年度の在籍者数
※6 従業員満足度調査の5段階回答において、肯定的な回答をした人の割合から算出 
※7 �各国競争法の重大な違反、腐敗に関する法令の重大な違反、左記以外の社会経済分野に関する法令の重大な違反

の合計
※8 2025年6月時点
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ESGインデックスへの組み入れ

イニシアチブへの賛同・ESG評価・認証

所有者別株式分布状況

金融機関
23.58％

金融商品取引業者
1.13％

その他国内法人
1.29％

自己株式
13.30％
個人・その他
16.19％
その他外国法人
44.51％

外部評価・株式情報等

社名 栄研化学株式会社
（EIKEN CHEMICAL CO.,LTD.）

本社所在地 〒110-8408 東京都台東区台東四丁目19-9
（2025年8月31日現在）※2025年9月に本社を移転

新住所 〒101-0062 東京都千代田区
神田駿河台四丁目6番地　御茶ノ水ソラシティ20階

代表者 代表執行役社長　瀨川雄司
創立 1939年（昭和14年）2月20日

株価推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

25/324/323/322/321/320/319/318/317/316/315/3

栄研化学
（円）

TOPIX

資本金 68億9,773万円（2025年3月31日現在）
従業員数 

（正社員+臨時雇用者）
単体 1,047名、連結 1,051名

（2025年3月31日現在）
上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場
証券コード 4549
決算期 3月31日
定時株主総会 毎年6月

大株主

発行可能株式総数 123,900,000株
発行済株式総数（自己株式含） 38,541,438株
単元株式数 100株
株主数 5,732名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,089,100 15.23

ＮＩＰＰＯＮ ＡＣＴＩＶＥ ＶＡＬＵＥ ＦＵＮＤ ＰＬＣ 3,228,600 9.66
STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505103 2,009,759 6.01

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,703,400 5.10

AVI JAPAN OPPORTUNITY TRUST PLC 1,620,800 4.85
THE BANK OF NEW YORK-
JASDECTREATY ACCOUNT 1,362,000 4.08

第一生命保険株式会社 1,100,000 3.29

NAVF SELECT LLC 857,900 2.57
CACEIS BANK, LUXEMBOURG BRANCH/ 
AIF CLIENTS ASSETS 822,700 2.46

日本生命保険相互会社 799,200 2.39

※�当社は自己株式5,127,632株を保有していますが、上記の大株主
（上位10名）の中には含めていません。なお、持株比率は、自己株
式を除いて計算しております。

外部評価 会社概要

株式の情報 （2025年3月31日現在）

顧みられない熱帯病（NTDs）
制圧のハイレベル宣言
「キガリ宣言」に署名

2023年2月TCFD提言に賛同・開示

感染症制圧に向けて闘う
国際的な官民ファンド

「GHIT Fund」に賛同

内閣官房国土強靱化推進室より
国土強靱化貢献団体として認証

2024年2月SBT認定

Triple I へ参加

「気候変動」Aリスト

6年連続認定

Syesgy A評価
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